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平
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と
に
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お
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を
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た
の
か
を
報

告
し
ま
す
。

歳入　97億 2,520 万 4千円

歳出　93億 4,051 万 7千円

■一般会計歳入　　　　　　　　　　（単位 /千円）

項　　　目 ２３年度決算 前年度増減額

自

主

財

源

町　税	 37億 3,027 万 4 △ 1,644 万 4
繰入金 2億 5,256 万 7 3,084 万 3
繰越金 3億 3,326 万 6 1億 1,342 万 8
その他
・分担金及び負担金 1億 1,031 万 6 △ 427 万 4
・使用料及び手数料 6,054 万 2 64 万 6
・財産収入 1,168 万 0 △ 4,737 万 7
・寄附金 234万 0 175 万 8
・諸収入 1億 9,984 万 2 8,336 万 7

依

存

財

源

地方交付税 19億 3,583 万 9 1億 7,468 万 4
町　債 9億 4,551 万 5 △ 2億 2,416 万 0
国庫支出金 9億 3,085 万 7 △ 3億 6,975 万 2
その他
県 支 出 金 6億 3,616 万 1 △ 1億　569万 4
地方消費税交付金 3億　119万 2 △ 1,587 万 0
地 方 譲 与 税 1億　415万 0 △ 306 万 6
地方特例交付金 5,235 万 0 △ 637 万 4
自動車取得税交付金 2,381 万 5 △ 1,742 万 4
ゴルフ場利用税交付金 6,944 万 9 26 万 9
利子割交付金 1,003 万 9 △ 280 万 5
株式等譲渡所得割交付金 193 万 6 △ 38万 1
配当割交付金 782万 8 92 万 8
交通安全対策特別交付金 524 万 6 △ 22万 0

合　　計 97 億 2,520 万 4 △ 4 億 791 万 8

用語の解説
・自主財源　町税、使用料・手数料、諸収入など、町

が自ら調達できる財源です。
・依存財源　国や県から交付されたお金や借り入れた

お金で、地方交付税、国庫支出金、県支出金、町債、
交付金などです。

・町税　町に納められた税金で、全体の約９割が町民
税と固定資産税です。

・都市計画税　都市計画事業または土地区画整理事業
の費用に充てるため、市街化区域内に所在する土地
および家屋を所有する人に課税されます。

・地方交付税　一定の行政サービスの水準を維持する
ために国から交付されるものです。

・町債　大きな事業を行うためなどに、国や金融機関
などから借り入れたお金です。

・公債費　借り入れた町債を返済するための経費です。

町民１人あたりの町税の負担額は

10 万 3,378 円です。
・町 　 民 　 税……………………４９，９８０円
・固 定 資 産 税……………………４２，０９１円
・町 た ば こ 税………………………６，２１２円
・都 市 計 画 税………………………３，４９８円
・軽 自 動 車 税………………………１，５９７円
・入 湯 税………………………………		０円

もろ丸くん

決算報告
平成
23
年度

一般会計
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項　　　目   ２３年度決算 　前年度増減額

民生費 29億 6,659 万 8 △ 1億 4,926 万 8
総務費 14億 9,575 万 2 △ 1億 4,314 万 1
教育費 11億 2,535 万 9 △ 2,592 万 3
土木費 9億 7,744 万 6 △ 3億 7,623 万 6
衛生費 8億 1,053 万 6 4,846 万 0
公債費 7億 6,043 万 6 2,104 万 5
消防費 6億　138万 6 2,574 万 8
農林水産業費 1億 2,545 万 4 △ 1,481 万 5
その他
　・議会費 1億 1,152 万 0 1,475 万 3
　・商工費 4,779 万 5 383 万 6
　・労働費 3,102 万 7 29 万 7
　・災害復旧費 0 0
　・諸支出金 2億 8,720 万 8 1億 3,590 万 5

合　　計 93 億 4,051 万 7 △ 4 億 5,933 万 9

■一般会計歳出　　　　（単位 /千円）

民生費 土木費 消防費

総務費 衛生費 農林水産業費

教育費 公債費 その他

82,214 円

町民１人あたりに使われるお金は
合計 25万 8,855 円です。

平成２４年３月３１日現在の人口　３万 6,084 人で算出

27,088 円 16,666 円

41,452 円 22,462 円 		3,477 円

31,187 円 21,074 円 13,235 円

平成 23年度の主な事業 もろ丸くん

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位／千円）

区　分 歳入（Ａ） 歳出 (Ｂ ) 差し引き（Ａ－Ｂ）
国民健康保険 45億 4,652 万 8 42 億 2,113 万 1 3億 2,539 万 7
農業集落排水事業 2,884 万 9 2,341 万 4 543 万 5
介護保険 16億 4,216 万 5 15 億 9,993 万 6 4,222 万 9
後期高齢者医療 2億 5,671 万 6 2億 5,165 万 5 506 万 1

■水道事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位／千円）

区　分 収入（Ａ） 支出（Ｂ） 差し引き（Ａ－Ｂ）
収益的収支 7億 3,266 万 8 7億	　439 万 4 2,827 万 4
資本的収支 1,093 万 5 3億 6,628 万 8 △ 3億 5,535 万 3

特
別
会
計

　

町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
特
別

な
財
源
を
特
定
の
支
出
に
充
て
て
経

理
を
行
う
特
別
会
計
と
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
の
特
別
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は
、
国
民
健
康
保
険
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
４
つ
の
特
別
会
計
と
、
企
業

会
計
で
あ
る
水
道
事
業
会
計
が
あ
り

ま
す
。

民生費
31.8％

総務費
16.0％

教育費
12.1％

土木費
10.5％
衛生費
8.7％

公債費 8.1％

消防費 6.4％
農林水産業費 1.3％

その他 5.1％

平成 23年度決算報告

住民と行政の協働によるまちづくり

■コミュニティ施設特別整備事業補助金
　　　　　　　　　　　　　1,571 万 9千円
■広報印刷事業　　　　　　	618 万 0千円
■区運営費補助金　　　　				428 万 6千円

健康で安心して暮らせるまちづくり

■子ども手当　　　　	5 億 9,455 万 3千円
■介護給付費・訓練等給付費
　　　　　　　　　　	2 億 8,968 万 3千円
■予防接種委託料　　　　　5,408 万 9千円

自然と共生した安全で快適なまちづくり

■埼玉西部環境保全組合負担金
　　　　　　　　　　４億			457 万 5千円
■武州長瀬駅北口周辺地区整備事業
	　　　　　　　　　		1 億 6,594 万 9千円
■庁舎耐震補強事業（平成 22年度～ 23年度）
　　　　　2,327 万 7千円（平成 23年度分）

元気に仕事ができるまちづくり

■農道・用排水路等整備事業
　　　　　　　　　　　　	2,575 万 1千円
■観光事業　　　	　　　　1,323 万 2千円
■商工会補助金　　　　　　	754 万 0千円

学びを未来に活かすまちづくり

■毛呂山中学校武道場新築事業	
　　　　　　　　　　	1 億 1,230 万 4千円
■学力向上支援員事業　　	2,628 万 5千円
■小学校トイレ改修工事　	1,675 万 5千円

※資本的収支の収入不足は、会計内に積立てられた損益勘定留保資金などで補てんしました。
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負債の部
　資産を形成するために借り入れ
た資金などで、将来の世代が負担
しなければならないものです。
固定負債　町が借り入れをしてい
る地方債の翌々年度以降の償

しょうかん

還予
定額です。退職手当引当金は、年
度末に全職員が普通退職した場合
に支払う退職金の額を負債として
計上しています。
流動負債　地方債のうち翌年度の
償還予定額です。

純資産の部
　資産と負債の差額で、これまで
の世代によりすでに負担されたも
のです。
公共資産等整備国県補助金等
国・県から受け入れた資金です。
公共資産等整備一般財源等
資産形成に用いた財源のうち、国
・県からの資金および地方債以外
のものです。

資産の部
　これまでの行政活動によって形
成された町の経営資源となるもの
です。
公共資産　町役場庁舎や公民館な
どの建物や付属設備、橋や道路の
舗装などの構築物、町の所有して
いる自動車や土地などを行政目的
別に表示しています。土地を除き
施設の耐用年数に応じて減価償却
を行っています。
投資等　川越総合卸売市場への出
資金や、公共施設整備基金などの
特定目的基金と土地開発基金など
です。退職手当組合積立金は、退
職金の支給に備えて町が加入して
いる退職手当組合の資産の持分相
当額です。
流動資産　現金・預金のほか一年
以内に現金化することが可能な基
金と町税などの未収金です。

バランスシートの

用 語 解 説

 財政健全化を判断する４つの指標

平成19年度決算から財政健全化法に基づき「実質赤字比率」「連結実質赤
字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つの指標の公表が義務づ
けられました。毛呂山町の健全化判断比率は、いずれの指標も早期健全化
基準を下回り、健全性を示しています。

一般会計などの赤字の
程度は？（実質赤字比率）

赤字なし
（14.2％）

全会計での赤字の程度
は？（連結実質赤字比率）

赤字なし
（19.2％）

標準財政規模※に対して借
金返済額の占める割合は？

（実質公債費比率）

7.2％
（25.0％）

標準財政規模に占める
借金残高の割合は？

（将来負担比率）

70.7％
（350.0％）

■実質赤字比率
標準財政規模に対して、一般会計な
どの赤字がどれだけあるかを計り
ます。
■連結実質赤字比率
標準財政規模に対して、全ての会計
の赤字がどれだけあるかを計ります。
■実質公債費比率
標準財政規模に対して、１年間に返
済する借金がどれだけあるかを計
ります。（18％未満が健全とされま
すが、県平均は 7.3％）
■将来負担比率
標準財政規模に対して、全ての会
計が将来負担すべき債務がどれだ
けあるかを計ります。（県平均は
50.3％）

※ 標準財政規模…１年
間に安定して得ること
ができる収入

（　）内は国の早期健全
化基準、この基準を下
回れば健全

各種財政指標の推移
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経常収支比率は財政構造の弾力性を判断
するための指標で、毎年度経常的に収入
される財源（経常一般財源）のうち、人
件費、扶助費のように毎年度経常的に支
出される経費に充当されたものが占める
割合です。８０％を超えると弾力性を失
いつつあると考えられています。

財政力指数は財政力を示す指数として用
います。財政力指数が高いほど自主財源
の割合が高いことを示し、財源に余裕が
あることになります。財政力指数が単年
度で「１」を超える場合には、自立して
財政運営ができることを示し、普通交付
税の不交付団体となります。

実質公債費比率は町の借入金返済額など
にかかる実質的な財政負担の程度を示す
ものです。本町では平成２２年度に土地
開発公社解散に伴う土地の買戻しを実施
したことにより比率が上昇しましたがそ
の後減少しています。

将来負担比率は借入金の残金など、町が
将来支払わなければならない負担の程度
を示すものです。本町では、平成２２年
度に武州長瀬駅前北口周辺地区整備事業
の債務負担行為を設定したことなどによ
り、将来負担比率が上昇しました。

経常収支比率

財政力指数

実質公債費比率

将来負担比率
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県平均
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町の財政状況はどうなっているんだろう？
もろ丸くんの

バランスシート

資産の部 町全体 町民１人当り

公共資産 422 億 4,901 万 0 117 万 1
生活インフラ・国土保全 194 億 7,976 万 6 54 万 0
教　　育 81 億 1,081 万 0 22 万 5
福　　祉 9 億 1,415 万 9 2 万 5
環境衛生 4 億 6,845 万 5 1 万 3
産業振興 28 億 2,365 万 5 7 万 8
消　　防 1 億 1,008 万 0 3
総　　務 102 億 8,899 万 4 28 万 5
売却可能資産 5,309 万 1 2

投資等 25 億 3,933 万 5 7 万 0
投資及び出資金 8 億 9,680 万 7 2 万 5
投資損失引当金 0 0
貸付金 0 0
基金等 10 億 3,763 万 3 2 万 9

退職手当目的基金 0 0
その他特定目的基金 4 億　511 万 6 1 万 1
土地開発基金 5 億　374 万 7 1 万 4
その他定額運用基金 200 万 0 0
退職手当組合積立金 1 億 2,677 万 0 3

長期延滞債権 7 億 8,219 万 7 2 万 2
回収不能見込額 △ 1 億 7,730 万 2 △ 5

流動資産 12 億 5,313 万 0 3 万 5
現金預金 10 億 4,105 万 5 2 万 9

財政調整基金 6 億 4,586 万 4 1 万 8
減債基金 1,050 万 4 0
歳計現金 3 億 8,468 万 7 1 万 1

未収金 2 億 1,207 万 5 6
地方税 2 億 7,426 万 5 8
その他 0 0
回収不能見込額 △ 6,219 万 0 △ 2
合　計 460 億 4,147 万 5 127 万６

　　　　　　　　　　町の資産 （土地 ・ 現金など）　　　 単位 ： 千円 借方
負債の部 町全体 町民１人当り

固定負債 96 億 8,176 万 5 26 万 9
地方債 77 億 4,247 万 1 21 万 5
長期未払金 0 0

物件の購入等 0 0
債務保証又は損失補償 0 0
その他 0 0

退職手当引当金 19 億 3,929 万 4 5 万 4
損失補償等引当金 0 0

流動負債 7 億 6,740 万 1 2 万 1
翌年度償還予定地方債 6 億 5,755 万 6 1 万 8
短期借入金 0 0
未払金 0 0
翌年度支払予定退職手当 0 0
賞与引当金 1 億　984 万 5 3
歳計外現金 0 0

合　計 104 億 4,916 万 6 29 万 0

純資産の部 町全体 町民１人当り

公共資産等整備国県補助金等 50 億 2,999 万 0 13 万 9
公共資産等整備一般財源等 231 億 5,220 万 4 64 万 2
その他一般財源等 △ 7 億 9,600 万 9 △ 2 万 2
資産評価差額 82 億　612 万 4 22 万 7

合　計 355 億 9,230 万 9 98 万 6

資産＝負債 + 純資産
バランスシート

資産
（町の財産）

負債
（将来の世代が負担）

純資産
（これまでの世代が
　すでに負担）

=

　　　　　　　資産形成に要した資金の調達方法　　単位 ： 千円貸方

負債・純資産合計 460 億 4,147万 5 127 万 6

平成 23 年度のバランスシート

  チェック！

　バランスシートというのは、町がどのくらい財産を持っ
ていて、どのくらい借金などがあるかを示す表なんだ。
これで町の財務状態をチェックすることができるんだよ。
学校、施設、道路などの町の資産を「借方」に、それを
作るためのお金を「貸方」に記載するんだ。貸方のうち、「負
債の部」はこれから返すお金、「純資産の部」はすでに払っ
たお金のことなんだよ。
　この表から見ると、まずは平成23年度の１年以内に返
すお金（流動負債）に対する、１年以内に現金化できる

資産（流動資産）の割合（流動資産÷流動負債）は約
163％だね。これは翌年度支払予定額の約1.6倍の流動資
産を持っているということなんだ。さらに、すでに支払っ
たお金（純資産）に対する、これから返すお金（負債）
の比率（負債÷純資産）も 29.4％とまだまだ低い方なん
だよ。これは、負債比率といって財政の健全性の観点か
ら低い方が良いとされているんだ。
　こうしてみると毛呂山町の財政が健全であることがこ
の表から分かるんだね。
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町全体では
　資産　＝　負債　＋　純資産
460 億円　　104 億円　 356 億円 

町民１人当たりでは
　資産　＝　負債　＋  純資産
127万 6千円 　29万 0千円 　98万 6千円

バランスシート



町人事行政の運営
などについて公表
します

町民の皆さんに町職員の給与などを
知っていただき、ご理解をいただくた
めにその概略をお知らせします。
問合せ　役場総務課職員係
　　　　☎（295）2112 内線 316

■ 職員の任免および職員数に関する状況（平成23年度）
①採用状況　　　　　　　　　　　　　　　　②退職状況

新規採用 再任用 定年退職 勧奨退職 自己都合退職 退職者合計
14 人 0 人 7 人 8 人 3 人 18 人

■ 一般職員の給与・部門別職員数の状況
①人件費の状況（普通会計決算）

区　分 人　口 歳出額 人件費 人件費比率
平成23年度 35,654 人 9,340,517 千円 1,888,798 千円 20.2％

人口は、平成24年４月１日現在で
す。人件費には、特別職に支給さ
れる給料 ･ 報酬などを含みます。

②一般職員給与費の状況（平成24年度予算）

区　分 職員数
給　与　費 １人当たり

給 与 費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
一般会計 237 人 895,779 千円 139,466 千円 321,373 千円 1,356,618 千円 5,724 千円

水道事業会計 14 人 59,013 千円 10,039 千円 21,254 千円 90,306 千円 6,450 千円
職員手当には、退職手当を含みません。給与費は、当初予算に計上された額です。

※ 参考（平成23年度決算）

区　分 職員数
給　与　費 １人当たり

給 与 費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
一般会計 243 人 914,690 千円 137,092 千円 330,902 千円 1,382,684 千円 5,690 千円

水道事業会計 14 人 58,566 千円 7,422 千円 21,082 千円 87,070 千円 6,219 千円
職員手当には、退職手当を含みません。

③経験年数別・学歴別平均給料月額（平成24年４月１日現在）

区　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 274,300 円 300,600 円 353,000 円
高校卒 236,100 円 272,300 円 320,600 円

④平均給料月額と平均年齢　（平成24年４月１日現在）
区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 328,303 円 44 歳
技能労務職 278,829 円 51 歳

⑤初任給（平成24年４月１日現在）

一般行政職
大学卒 178,800 円
高校卒 144,500 円

⑥ラスパイレス指数

　ラスパイレス指数とは、地方公務員と国家公務員の給与水
準を、国家公務員の職員構成を基準として、一般行政職にお
ける学歴別、経験年数別に平均給与額を比較し、国家公務員
の給与を100とした場合の地方公務員の給与水準を示したも
のです。
　平成23年度の当町のラスパイレス指数は94.4であり、県内
の63市町村のなかでは57位、24町村のなかでは18位と、給
与水準が低い指数になっています。

⑧特別職（教育長を含む）の報酬等（平成24年４月１日現在）
区　分 給料月額等

給　料
町　長
副町長
教育長

590,000 円 ( ※ )
630,000 円
600,000 円

報　酬
議　長
副議長
議　員

318,000 円
260,000 円
244,000 円

期末手当

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

平成23年度支給割合
  6 月期　1.875 月分
12 月期　2.025 月分
　　  計　3.9 月分

(※) 本来の給料月額は 739,000 円ですが、町長自らの公約により平
成23年７月１日から、条例を制定して減額をしています。

⑦級別職員数（平成24年４月１日現在）
区分 ― 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

計標準的
な職務
内容

技能労
務職員 主事補 主　事 主　任 係　長

主　査
副課長
主幹

参　事
課　長
専門員

職員数 7 人 13 人 32 人 71 人 66 人 38 人 25 人 252 人

構成比 2.8％ 5.1％ 12.7％ 28.2％ 26.2％ 15.1％ 9.9％ 100％
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⑨部門別職員数　　　　（各年４月１日現在 単位：人）

区　分
職員数 対前年

増減数平成 23 年 平成 24 年

一
般
行
政

議　　会 3 3
総　　務 52 52
税　　務 19 19
民　　生 64 63 △ 1
衛　　生 20 20
農林水産 7 7
商　　工 3 4 1
土　　木 23 21 △ 2
小　　計 191 189 △ 2

特
別
行
政

教　　育 40 38 △ 2

小　　計 40 38 △ 2
公
営
企
業

水　　道 14 13 △ 1
そ の 他 12 12
小　　計 26 25 △ 1

合　計 257 252 △ 5

⑩職員の諸手当　　　( 平成24年４月１日現在）
区　分 支給割合等

期末手当

勤勉手当

平成23年度支給割合
　　　 　　 期末手当　 　勤勉手当
  　6 月期　1.225 月分　0.675 月分
　12 月期　1.375 月分　0.675 月分
　　  計　　2.60 月分　　 1.35 月分

退職手当

　　　　　　自己都合　　 勧奨・定年
勤続 20 年　23.50 月分　30.55 月分
勤続 25 年　33.50 月分　41.34 月分
勤続 30 年　41.50 月分　50.70 月分
最高限度額　59.28 月分　59.28 月分

地域手当 給料、扶養手当および管理職手当の合
計額の 3.0％

条件により支
給される手当

扶養手当、住居手当、特殊勤務手当、通勤
手当、時間外勤務手当、管理職手当など

■ 勤務時間および休暇の制度の概要
①勤務時間の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②休暇の種類

1 週間の
勤務時間

勤務時間の割振り 　・年次有給休暇　・病気休暇
　・特別休暇　　　・介護休暇
　・組合休暇

1 日の勤務時間 休憩時間 週休日

38時間45分 ８時30分～17時15分 12時～13時 土曜日・日曜日

③年次有給休暇および育児休業等の取得状況

　　年次有給休暇（平成23年1月1日～12月31日） ・平均取得日数9.0日
　　育児休業等（平成23年度） ・育児休業 6 人（女性 6 人）　・育児部分休業１人（女性 1 人）

■ 職員の分限および懲戒処分の状況（平成23年度）　■ 職員の服務の状況（平成23年度）
分限処分 1 人
懲戒処分 0 人

職務専念義務免除 厚生事業22件、研修等27件
営利企業等従事許可 選挙事務従事等588件

■ 職員の研修および人事評価の状況（平成23年度）　■ 職員の福祉および利益の保護の状況（平成23年度）
研修の概要 研修人数等

西部五市町共同研修会
彩の国さいたま人づくり広域連合　等

延べ137人

人事評価の概要
　当町では、能力・実績主義の人事管理をめざして、人事評
価を実施しています。所属長が各職員の日ごろの勤務状況な
どを評定して、評定結果については適材適所の人員配置がで
きるように人事異動などに活用し、職員の昇給にも反映して
います。また、人事評価にあたっては、客観的で納得性の高
い評価が行えるよう、評定者の能力向上のための研修も実施
しています。

健康診断の実施 公務災害認定
221 人 0 件

■ 公平委員会の業務の状況
①勤務条件に関する措置の要求の状況

　平成23年度は勤務条件に関する措置の要求案件はあ
りませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況

　平成23年度は不利益処分に関する不服申立ての案件
はありませんでした。
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第13回毛呂山町防災訓練

町内４地区の獅子舞

大類コスモスまつり

統を継承し、後世へと伝える

常時に備えて、万全の準備を年も可
か

憐
れん

に咲きました

▼滝ノ入地区住吉神社の獅子舞 ▼　貫地区住吉四所神社の獅子舞

▲川角地区川角八幡神社の獅子舞

▲大類地区
　十社神社の獅子舞

　10月14日に滝ノ入・　貫・大類地区で、21日に川角地区で伝統の
獅子舞が奉納されました。これら４地区で行われている獅子舞は、五

ご

穀
こくほうじょう

豊穣や無
むびょうそくさい

病息災を祈願し、人びとの安全や幸福を護
まも

る地域信仰と
して行われています。舞や衣装は各地区で異なり、後世へ伝えるた
めに子どもたちが積極的に参加をし
ている地区もありました。伝統の獅
子舞の奉納に観客からは大きな拍手
がおくられました。なお、各地区の
獅子舞は、平成23年３月22日、毛
呂山町指定文化財となりました。

　10月14日、前久保中央公園で「第13回毛呂山町
防災訓練」が行われました。対象となった中央地区
関係35行政区のほか、各自主防災組織など多くの
住民が参加し、救出搬送訓練や応急救護訓練、初期
消火訓練、煙中避難訓練、地震体験訓練などに真剣
に取り組んでいました。また今回は、炊き出し訓練
でカマドとお釜を使っての薪

まき

による炊飯や陸上自
衛隊による豚汁の炊き出しも行われ、多くの参加者
に配られました。

　10月13日、14日、大類グラウンドの東側で「大
類コスモスまつり」が行われました。大類ボランティ
アの皆さんが丹精込めて育てたコスモスが今年も咲
き誇りました。例年より１週早く行われたため、満
開には少し早いようでしたが、今年も多くの来場者
があり、摘み取りを楽しんでいました。また、13
日には地元ボランティアによる豚汁の無料サービス
や地元農産物の販売なども行われ、来場者を楽しま
せていました。

わだいの　　　選特
～カメラルポ～

伝

今 非
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第22回ふれあい広場 第35回毛呂山鎌北湖マラソン

滝ノ入ローズガーデンの秋のバラ祭り第１回図書館祭り

北湖周辺の山々を走りぬけるしみながら福祉を体験

山のバラ園へようこそ書の秋を満喫する一日

　10月28日、「第35回毛呂山鎌北湖マラソン」が
開催されました。コースは鎌北湖周辺の山々。紅葉
に染まりつつある起伏に富んだコースに約1,000人
のランナーたちが挑戦しました。今年も３キロメー
トル、５キロメートル、10キロメートルのコース
が設定され、参加者は体力に合わせてコースを選び
ました。当日は、あいにくの雨で、ランナーにとっ
て走りにくいコンディションになりましたが、参加
した人たちは、悪天候にも負けず力走していました。

　10月28日、「第22回ふれあい広場」がウィズも
ろやま（福祉会館）で開催されました。「ふれあい
広場」は例年、役場駐車場で行われていましたが、
今年からウィズもろやま全館および駐車場を使用し
て行われるようになりました。今年も福祉団体・施
設の活動紹介やステージ発表、模擬店、車イスなど
の福祉体験など、様ざまな催しが行われました。来
場者にとって、楽しみながらも、福祉を体験する一
日になりました。

　10月25日から11月4日まで、滝ノ入ローズガー
デンにおいて「秋のバラ祭り」が開催されました。
今年も滝ノ入のボランティアの皆さんが大切に育て
た色鮮やかな秋バラが美しく咲き誇り、ローズガー
デンは馨

かぐわ

しいバラの香りで満たされていました。ま
た、最終日には園内のバラを切花にして販売。来場
した人たちは、思い思いの切花を購入しては、その
花と香りを楽しんでいました。

　毎年この時期に開催されている「図書館リサイク
ル祭り」が今年は、様ざまな催し物を加え、「第 1
回図書館祭り」として、10月21日に開催されました。
本のリサイクルのほか布絵本づくりのワークショッ
プや紙芝居、絵本のおはなし会も開催され、例年に
も増して多くの来場者がありました。そのなかでも、
やはり本のリサイクルは好評で、訪れた人は、たく
さんの本を抱えながら、自分の気に入った本を熱心
に探していました。

楽 鎌

里読
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ぼくらのキャンパス

 ☎ (295)1015　図書館へ行こう

児童館へ行こう
☎(295)4111
12月の休館日

　

「あまのがわのちっちゃい
　さかなのもろ山町」

366　川角小学校

24日（振休）を除く毎週月曜日、
28日（金）～31日（月）（年末休館）

12月の休館日

■おはなしポッケ

■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

日　時　12月５日（水）午前10時30分～11時30分
対　象　２歳前後の幼児と保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

■おはなし会■子ども映画会

日時　12月８日（土）
　午後２時～3時30分
定員　先着50人
内容　『ホートン　ふしぎな

世界のダレダーレ』
　　ジャングルに暮らすゾウ

のホートンが、ほこりの中
にある国“ダレダーレ”を
救うために奮闘する！

日時　12月22日（土）
　午後２時～２時30分
内容　おはなし、絵本の読

み聞かせ、紙芝居など
対象　３歳から小学生ま

で。小さなお子さんは、
保護者同伴でご参加く
ださい。

 2年　菊地　彩
あ や り

里さん

「にじのすべりだいであ
　そんだよ!!」 　1年　渡邉　沙

さ な

菜さん

６年　近藤　愛
あ い り

理さん 「未来の毛呂山町」

毎週日 ･ 月曜日、28日（金）
～31日（月）（年末休館）

■『クリスマスのつどい』
　人形劇やサンタさんもくる楽しいクリスマス会です。
日　時　12月16日（日）午後２時～４時
場　所　図書館２階視聴覚室
内　容　人形劇団オッペによる人形劇など
対　象　町内に在住の小学生までの子ども
※小さなお子さんは、保護者同伴でお越しください。
定　員　先着80人
申込み　12月１日（土）午前９時30分から受付（電
　話可）

貸出点数（貸出期限）

　図書・雑誌・紙芝居など／ 1人10点まで（3週間）

　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人５点まで（2週間）

■ぴょんぴょん広場クリスマス会

日　時　12月12日（水）午前10時30分～11時30分
対　象　９月以降のぴょんぴょん広場に３回以上参加し
　　　　た２歳前後の幼児と保護者
内　容　パネルシアター、リズムで遊ぼう、工作、サン
　　　　タクロースともろ丸くん登場
持ち物　親子とも上履き
申込み　12月5日（水）までに児童館へお申し込みくださ

い。

日時　12月11日（火）、25日（火）午前11時～11時30分
場所　図書館１階おはなしコーナー
内容　おはなし、絵本の読み聞かせ、紙芝居など
対象　０歳～３歳くらいの小さい子のためのおはなし会

■本の紹介

なさん辞書を“読む”こと
はありますか。この本は、

著者が広辞苑を読んでいて見つけた
『知らなかった・誤解していた・グッ
ときた』言葉の数々を載せています。一つ一つの言
葉に対する著者の長いつぶやきは、思わず笑えたり、
考えさせられたり。言葉っておもしろいのです」

『広辞苑の中の掘り出し日本語』
　永江　朗

あきら

／著　バジリコ／出版

達巻からはじまりローストチ
キンで終わる、食べものにま

つわる23の短編集。きゅんとしたり、切なくなったり、
妙に共感しちゃったり。季節の移り変わりを感じなが
ら、あたたかい部屋のなかで読みたい１冊です」

『今日のごちそう』
　橋本　紡

つむぐ

／著　講談社／出版

「伊
「み
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訪
日ひ

枝え

神じ
ん
じ
ゃ社

の
獅
子
頭
も
展
示
公
開
し
ま
す
。

　

出
雲
伊
波
比
神
社
の
獅
子
舞
は
、
旧
八

幡
宮
（
現
在
の
天あ

ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み
し
ゃ

神
地
祇
社
）
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
獅
子
頭
が
保
管
さ
れ
て
い

た
箱
に
は
、「
鎮
守
八
幡
大
神
／
例
祭
道

具
／
七
ヶ
村
／
惣
氏
子
中
／
明
治
五
年
／

壬
申
八
月
日
」
と
墨ぼ

く
し
ょ書
さ
れ
て
お
り
、
明

治
５
年
に
は
八
幡
宮
の
８
月
例
祭
で
七
村

（
当
時
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
を
奉
納
し
て
い
た
小
田
谷

村
・
長
瀬
村
・
前
久
保
村
・
平
山
村
・
堀

込
村
・
馬
場
村
・
毛
呂
本
郷
の
七
村
）
が

獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
も
八
幡
宮
の
例
祭
に
は
流

鏑
馬
と
獅
子
舞
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
天

明
６
年
（
１
７
６
６
年
）
の
古
文
書
に
も

記
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
流
鏑
馬

の
付つ

け
ま
つ祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。

　

獅
子
頭
の
内
、
１
頭
は
女め

じ

し
獅
子
、
ほ
か

の
２
頭
は
男お

じ

し
獅
子
で
、
近
隣
の
獅
子
舞
同

様
、
３
頭
で
１
組
と
な
っ
て
一
人
立
ち
の

獅
子
舞
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
男
獅
子

は
２
頭
と
も
鹿
の
よ
う
に
枝
分
か
れ
し
た

角
で
、
女
獅
子
に
角
は
な
く
、
頭
に
宝ほ

う
じ
ゅ珠

を
乗
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
獅
子
の
歯

は
黒
く
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
高

山
不
動
尊
内
の
三
輪
神
社
で
行
わ
れ
て
い

た
獅
子
舞
の
女
獅
子
や　

貫
の
古
い
女
獅

子
の
歯
も
黒
く
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
八
幡
宮
の
例
祭
は
春
に
変
更

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
も
春
に
流
鏑

馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
、
八
幡

宮
の
春
の
例
祭
で
最
後
に
獅
子
舞
を
奉
納

し
た
と
き
の
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
、
演

目
は
女
獅
子
隠
し
・
竿
掛
り
・
花
吸
い
を

舞
い
、
所
役
は
４
人
の
女
児
に
よ
る
サ
サ

ラ
ッ
コ
（
花
笠
）
と
ハ
イ
オ
イ
も
い
た
と

い
い
ま
す
。

　

出
雲
伊
波
比
神
社
（
旧
八
幡
宮
）
の
獅

子
舞
は
幻
の
獅

子
舞
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
残
さ
れ
た

獅
子
頭
は
、
流

鏑
馬
と
獅
子
舞

が
深
い
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま

す
。

出雲伊波比神社の獅子頭

  

　
～ 

自
分
と
戦
え
！
　
勝
負
し
ろ
！ 

～

　
　

毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ

　

硬
式
野
球
の
毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ

は
、
昭
和
52
年
に
発
足
し
て
以
来
35
年
間

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー

グ
の
埼
玉
県
支
部
に
所
属
し
、
今
年
は
県

内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
関
東
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東

北
大
会
へ
も
出
場
し
銅
メ
ダ
ル
（
３
位
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
の
方
針
は
、
野
球
が
で
き
る
環

境
に
感
謝
を
す
る
こ
と
。勝
敗
よ
り
も「
あ

り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い･･･

だ
か
ら
こ
そ
全
力
で
走
り
続
け
ま
す
。

　

野
球
を
と
お
し
て
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
思
い
や
る
心
を
第
一
に
考
え

る
我
が
チ
ー
ム
は
、
低
学
年
か
ら
高
学
年

ま
で
一
緒
に
練
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
高

学
年
は
硬
式
ボ
ー
ル
、
低
学
年
は
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
（
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
）
と
使
用

す
る
ボ
ー
ル
が
違
う
た
め
、
試
合
形
式
の

練
習
で
は
低
学
年
は
高
学
年
の
練
習
を
見

な
が
ら
野
球
の
勉
強
で
す
。
低
学
年
が

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を
す
る
と
き
は
、

高
学
年
が
野
球
を
教

え
て
あ
げ
ま
す
。
こ

れ
も
大
事
な
練
習
で

あ
り
、
チ
ー
ム
が
ひ

と
つ
に
な
る
大
切
な

過
程
な
の
で
す
。
お

弁
当
を
食
べ
る
と
き

も
全
員
が
輪
に

な
っ
て
一
斉
に

「
い
た
だ
き
ま

す
！
」
の
掛
け

声
で
、
皆
で
食

べ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
全

員
笑
顔
！　

大
切
な
仲
間
で

す
。

　

感
謝
と
は
何
か･･･

い
ま
野
球
が
で
き

る
環
境
に
全
員
で
喜
び
合
い
、
私
た
ち
を

支
え
て
く
れ
る
全
て
の
人
た
ち
へ
の
恩
返

し
に
、
い
つ
も
一
生
懸
命
練
習
に
励
み
ま

す
。
試
合
に
勝
つ
こ
と
よ
り
、
ど
れ
だ
け

全
力
で
戦
っ
た
の
か
が
大
事
。
エ
ラ
ー
し

て
も
三
振
し
て
も
、
い
つ
も
全
力
で
戦
う

こ
と
が
私
た
ち
の
感
謝
の
気
持
ち
な
の
で

す
。

　

毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ
は
、
今
日
も

全
力
で
白
球
を
追
い
か
け
ま
す
！

スポーツしようよ！

練
習
日　

土
・
日
・
祝
日
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

場　

所　

目
白
台
グ
ラ
ウ
ン
ド

会　

費　

入
団
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費

　

３
５
０
０
円
（
２
年
生
以
下
２
５
０
０
円
）

問
合
せ　

毛
呂
山
ア
ト
ム
ボ
ー
イ
ズ
☎
０

　

９
０
―
１
４
５
７
―
８
１
３
７
大
谷
木

文化財シリーズ 226
毛
呂山歴史散歩

出
いずも

雲伊
い わ い

波比神
じんじゃ

社の獅子頭
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■図書館　　　　　　　　　☎（295）1015
■中央公民館　　　　　　　☎（294）1250
■東公民館　　　　　　　　☎（295）2277
■歴史民俗資料館　　　　　☎（295）8282
■総合公園体育館　　　　　☎（294）7179
■ウィズもろやま（福祉会館）、社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　☎（295）3111
　　　　　　　　　　　　　　　（295）7258
■保健センター　　　　　　☎（294）5511

税金
休日納税相談窓口　12月16日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
　・　　役場税務課納税係☎内線 193・194

毎月末の土・日曜日は納税相談
・納入窓口を開設しています

公共施設電話案内

休日納入窓口　12月16日（日）
　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通
　帳と銀行届出印が必要）、納入相談
　・　　役場高齢者支援課保険料係
　　　　☎内線１５８・１５９

　･････日　時　　　　･････場　所
　･････定　員　　　　･････対象者
　･････料金・費用
　･････申込み　　　　･････問い合わせ先
☎･････電話番号　　　･････ファクス番号
　･････電子メールアドレス
　･････ホームページアドレス

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

　電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　☎（２９５）２１１２
　　（２９５）０７７１

information

インフォメーションインフォメーション

創業70年・確かな品質

・認定眼鏡士が快適なメガネをご提供

・電池交換：すぐ出来ます

・補聴器：ご試聴出来ます

メガネ・時計の串田

広告

毛呂山町　毛呂本郷3

☎049-294-0119

広告

時
15
分
（
月
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
）
お
よ
び
第
２
土
曜
日
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火

曜
日
の
午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

※
祝
日
・
平
成
24
年
12
月
29
日
か

ら
平
成
25
年
１
月
３
日
は
除
く

　

町
内
で
は
、
特
に
自
転
車
の
盗

難
が
駐
車
場
や
ス
ー
パ
ー
の
自
転

車
置
き
場
な
ど
で
多
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
被
害
の
特
徴

と
し
て
、
自
宅
敷
地
内
で
の
自
転

車
の
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
を
盗
難
か
ら
防
ぐ
た
め

に
は
、２
か
所
に
鍵
を
か
け
る「
ツ

ー
ロ
ッ
ク
」
が
有
効
で
す
。
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ッ
ク
、
チ
ェ
ー
ン
鍵
な
ど

　　
　

12
月
12
日
㈬
午
前
10
時
～
午

後
4
時

　
　

役
場
前
駐
車
場

持
ち
物　

身
分
証
明
書

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
４
ー

５
５
１
１

　　

平
成
24
年
中
に
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
実
際
に
納

付
し
た
人
が
そ
の
保
険
料
を
申
告

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
末
調

整
や
確
定
申
告
で
国
民
年
金
保
険

料
を
申
告
す
る
場
合
に
は
、
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
が
必
要

で
す
。

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期　

　

平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
に
納
付
が
あ
っ
た
人
は

11
月
上
旬
に
、
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
初
め
て
納
付
し
た

人
は
平
成
25
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
ー

０
７
０
ー
１
１
７
（
Ｉ
Ｐ
電
話

　

０
３
ー
６
７
０
０
ー
１
１
３
０
）

　

平
成
25
年
３
月
15
日
㈮
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

を
活
用
し
、
た
と
え
わ
ず
か
な
駐

輪
時
間
で
あ
っ
て
も
、
ツ
ー
ロ
ッ

ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
☎
内
線
２
１
３

　　

こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術
や
運

転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習
制
度

（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時
で
の

講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
　

12
月
12
日
㈬
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
（
※
午
後
１
時
15

分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
）

　
　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

　
　

65
歳
以
上
の
人

　
　

お
お
む
ね
５
人
～
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

　
　

無
料

献
血
に
ご
協
力
を

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は

国
民
年
金
保
険
料
も
忘
れ
ず
に
!!

ひ
っ
た
く
り
や
自
転
車
の
盗
難
な

ど
犯
罪
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー

・
ド
ッ
ク
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22

　

・　
　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
☎
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

　

交
通
事
故
は
、
特
に
午
後
４
時

～
６
時
の
時
間
帯
に
最
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
で
は
、

夕
暮
れ
時
が
早
く
な
る
11
月
～
12

月
に
「
夕
暮
れ
時
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
　

役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
☎
内
線
２
１
３

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
拉
致

問
題
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の
解
決
に

は
、「
拉
致
は
許
さ
な
い
」
と
い
う

一
人
ひ
と
り
の
声
が
力
と
な
り
ま

す
。
こ
の
週
間
を
機
に
拉
致
問
題

へ
の
意
識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　

埼
玉
県
社
会
福
祉
課
☎
０
４

　

８
ー
８
３
０
ー
３
２
７
７

　
「
健
康
と
も
ろ
ー
21(

毛
呂
山

町
健
康
増
進
計
画･

食
育
推
進
計

画)

改
定
の
た
め
の
町
民
健
康
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
２
千
人

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

夕
暮
れ
時
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
運
動

拉ら

致ち

問
題
を
考
え
る
週
間

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
９
４
ー

５
５
１
１

　

福
徳
を
も
た
ら
す
七
福
神
を
招

福
、
健
康
、
出
会
い
を
願
っ
て
め

ぐ
り
な
が
ら
、
素
敵
な
パ
ー
ト

ナ
ー
も
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

平
成
25
年
１
月
６
日
㈰
午
前

９
時
～
午
後
３
時
30
分（
予
定
）

集
合
場
所　

越
生
町
中
央
公
民
館

内
容　

町
の
バ
ス
で
七
福
神
を
め

ぐ
り
ま
す
。

※
昼
食
・
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

　
　

20
歳
か
ら
45
歳
く
ら
い
ま
で

の
未
婚
の
男
女
（
た
だ
し
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、

越
生
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

人
を
優
先
し
ま
す
）。

　
　

男
性
15
人
、
女
性
15
人

　
　

男
女
共
２
０
０
０
円（
昼
食
、

軽
食
、
飲
み
物
）

　

・　
　

12
月
21
日
㈮
ま
で
に
越

　

生
町
企
画
財
政
課
企
画
担
当
窓

　

口
ま
た
は
電
話
、
電
子
メ
ー
ル

　

で
申
込
み
☎
２
９
２
ー
３
１
２

　

１
内
線
２
２
４　

kikaku@
t

　

ow
n.ogose.saitam

a.jp

実施期間　12月１日（土）～31日（月）
平成24年度町目標額　２，１４３，０００円
　「地域歳末たすけあい募金運動」は共同募金運動の一環として、
地域住民の協力のもと、新年を迎える時期に、支援を必要とする
人たちが地域で安心して暮らすことができるよう、さまざまな福
祉にかかる支援活動を重点的に展開するものです。
　毛呂山町でも、みなさんからお寄せいただいた募金（寄付金）で、
歳末援護事業、歳末福祉サービス事業（おせち料理宅配）などを
実施します。募金方法には、各家庭や行政区でご協力いただく戸
別募金と、直接お寄せいただく一般募金、指定寄付があり、個人
や法人による大口の寄付は税法上の優遇措置が受けられます。
  なお、集まった募金は配分委員会で配分方法と配分金額・配分
先を協議し、毛呂山町社会福祉協議会が町内の支援事業に配分い
たします。運動の趣旨をご理解いただき、ご協力いただけるよう
お願いします。
  平成23年度募金実績額は２，０２１，４３２円でした。ご協力あ
りがとうございました。

  地域歳末たすけあい募金運動

　　埼玉県共同募金会毛呂山町支会 ( ウィズもろやま ( 福祉会館 ) 内 )
　　☎（295）3111、ｆ（295）7258

  ～みんなでささえあうあったかい地域づくり～
訓練用緊急地震速報を利用した
　行動訓練にご参加ください ! !

　　役場総務課消防防災係
　　☎（295）2112 内線 314
　訓練用の緊急地震速報が町内各所に設置
されている防災行政無線のスピーカーから
下記の日時に一斉に放送されます。町民の
皆さんは、訓練用の緊急地震速報を聞いた
ら、あわてずに身を守る行動を起こしてく
ださい。
　今回の訓練の目的は、緊急地震速報を聞
いてから、揺れがくるまでの短時間に自分
の身をどう守ればよいかを実際に体感して
もらうものです。この短い間に行動を起こ
すためには、日ごろからの訓練が大切とな
ります。
◆実施日時
　12月３日（月）午前10時15分ごろ
◆放送内容 ( 予定 )
　「チャイム」＋「訓練放送です」＋「大地震です」
　×２＋「チャイム」

『
お
ご
せ
婚
活
七
福
神
め
ぐ
り
』

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

毛呂山町役場　☎（295）2112・　（295）0771
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ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
川
角
３
０
３

　

ー
３
）

応
募
方
法　

12
月
12
日
㈬
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び

資
格
証
明
書
の
写
し
を
社
会
福

祉
協
議
会
（
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま

（
福
祉
会
館
）
内
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
２
９
５

―
３
１
１
１
、　

２
９
５
―
７

２
５
８

【
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
】

職
種　

一
般
事
務

職
務
内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
地
域
福
祉
事

業
担
当

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
に
日
直
が

あ
り
ま
す
）

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
社
会
福
祉

協
議
会（
岩
井
西
５
―
16
―
１
）

応
募
資
格　

福
祉
活
動
お
よ
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
意
が
あ

る
人
（
社
会
福
祉
士
・
社
会
福

祉
主
事
任
用
資
格
な
ど
が
あ
る

人
は
な
お
可
）

採
用
予
定
人
数　

１
人

【
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

あ
い
あ
い
作
業
所
】

「心のふれあいを深める活動」
・常時、温かな心で人に接して、人々の胸に善意の灯をと

もしている
・身体の不自由なひとたちへの慰問、激励、各種の奉仕を

自主的に行っている
「健やかな心・身体を育てる活動」
・ 青少年健全育成に努めている
・ スポーツ、レクリエーションを地域に普及させている活

動および競技などが、他の模範となっている
「住みよいふるさとをつくる活動」
・ 町を汚しているゴミ、空き缶、広告物などの解消や街路、

公園、広場など身近な環境の保全、整備活動および資源
のリサイクル活動などを自主的、積極的に行っている。

推薦ください  ほのぼの賞     ～コミュニティづくりの功労者に贈ります～

※対象となる活動内容は左記以外にもありますので、
くわしくは事務局へお問い合わせください。

常時活動の場合／年間６回以上行われている活動で、
　３年以上継続しているもの
定期活動の場合／年間１・２回程度行われている活動
　で、６年以上継続しているもの
※受賞者の選考は、毛呂山町コミュニティ協議会の理
事会で行います。

■対象となる活動の内容

　　毛呂山町コミュニティ協議会では、明るく住みよいまちづくりのため、街頭の清掃や青少年の健全育成など地道に
活動している個人や団体に対して、「ほのぼの賞」を贈り、その活動を称えます。皆さんのまわりで該当する人がいま
したら、ご推薦ください。推薦書（役場総務課（庁舎３階）・両公民館にあります）に記入のうえ、12月21日（金）ま
でに提出してください。賞の内容は次のとおりです。

問　毛呂山町コミュニティ協議会事務局　（役場総務課自治振興係内）☎（295）2112 内線 313

■活動の継続期間（平成24年４月１日基準）

　　
　

12
月
２
日
㈰
正
午
～
午
後
４
時

相
談
電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
｜

０
５
２
｜
０
８
８

内
容　

司
法
書
士
に
よ
る
生
活
保

護
に
関
す
る
電
話
相
談
会　

方
法　

電
話
に
よ
る
無
料
相
談

　
　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
４
８
｜
４
８
５
｜
８
４
７

２
髙
橋

職
種　

運
転
手

職
務
内
容　

利
用
者
の
送
迎
お
よ

び
介
助
補
助
な
ど

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
を

有
す
る
人

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
（
週
３

日
）
午
前
８
時
30
分
～
10
時
15
分

お
よ
び
午
後
３
時
30
分
～
５
時

賃
金　

時
給
８
５
０
円

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
１
月
１

日
㈷

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
デ
イ
サ
ー

生
活
保
護
１
１
０
番

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す

職
種　

職
業
指
導
員

職
務
内
容　

障
害
の
あ
る
人
の
職

業
指
導
お
よ
び
訓
練
な
ど

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時

勤
務
場
所　

あ
い
あ
い
作
業
所

（
川
角
４
４
９
―
１
）

応
募
資
格　

障
害
福
祉
に
熱
意
が

あ
る
人
（
福
祉
施
設
な
ど
に
１

年
以
上
勤
務
の
あ
る
人
は
な
お

可
）

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

<

共
通
事
項>

給
与　

大
学
卒
18
万
４
０
０
０
円

以
上
、
高
校
卒
14
万
８
０
０
０

円
以
上
（
職
務
経
験
に
よ
り
優

遇
）

採
用
予
定
日　

平
成
25
年
４
月
１

日
㈪

応
募
方
法　

平
成
25
年
１
月
25
日

　

㈮
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
お
よ
び
資
格
証
明
書
の
写

し
を
社
会
福
祉
協
議
会
（
ウ
ィ

ズ
も
ろ
や
ま
（
福
祉
会
館
）
内
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

可
）。

試
験
方
法　

論
文
試
験
お
よ
び
面

接
試
験

試
験
日　

平
成
25
年
２
月
９
日
㈯

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
３
５

０
ー
０
４
６
５
毛
呂
山
町
岩
井
西

５
ー
16
ー
１
）
☎
２
９
５
―
３
１

１
１
、 　

２
９
５
―
７
２
５
８
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勤
務
期
間　

平
成
25
年
１
月
中
旬

～
３
月
末
（
以
降
、
若
干
名
継

続
の
場
合
あ
り
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
ま
で
の
間
で
、
３
時
間

～
７
時
間

勤
務
場
所　

川
越
税
務
署
（
川
越

市
内
の
別
会
場
で
の
勤
務
の
場

合
が
あ
り
ま
す
）

勤
務
内
容　

事
務
の
補
助
作
業
な
ど

賃
金　

時
給
８
６
０
円
（
別
途
交

　

通
費
支
給
）

募
集
人
数　

１
０
０
人
程
度

応
募
方
法　

12
月
14
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
税
務
署
に
提
出
（
郵
送

可
）。
な
お
、
応
募
者
多
数
の

場
合
、
応
募
受
付
を
締
め
切
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　

書
類
選
考
お
よ
び
面

接
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
含
む
）

に
よ
り
決
定

　

・　
　

川
越
税
務
署
総
務
課

（
〒
３
５
０
―
８
６
６
６
川
越

市
大
字
並
木
４
５
２
番
地
の

２
）
☎
２
３
５
―
９
４
４
１

募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校
生
徒

（
一
般
採
用
試
験
）

受
付
期
間　

平
成
25
年
１
月
７
日

㈪
ま
で

試
験
期
日　

第
一
次
試
験
▽
平
成

25
年
１
月
19
日
㈯

応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

　
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の

年
齢
）

　

・　
　

お
問
い
合
わ
せ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
請
求
な
ど
は
、
自

衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（　

http://w
w

w
.

m
od.go.jp/pco/saitam

a/

）

ま
た
は
自
衛
隊
入
間
地
域
事
務

所
☎
０
４
―
２
９
２
３
―
４
６

９
１
ま
で
。

※
入
間
地
域
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

～
レ
ン
ズ
を
と
お
し
て

　
　
『
も
ろ
や
ま
』
の
よ
さ
を

　
　
　

表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

応
募
条
件　

平
成
24
年
1
月
1
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
町

内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
未
発

表
の
も
の
。
四
ツ
切
ま
た
は
四

ツ
切
ワ
イ
ド
で
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
の
も
の
。

応
募
期
間　

平
成
24
年
12
月
1
日

川
越
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト

職
員
の
募
集

　　中央公民館 ☎（294）1250

　中央公民館利用サークル１年間の発表の場です。
サークル皆さんの日ごろの学習成果をぜひご覧くだ
さい。
日　時　12月１日（土）
　　　　　午前９時30分～午後４時30分
　　　　12月２日（日）
　　　　　午前９時30分～午後４時
場　所　中央公民館
内　容　展示、舞台、体験教室、模擬店
　・体験教室（手話、絵手紙、茶道、筝

そう

曲、ビーズ、
　　リース）
　・模擬店（やきそば、
　　だんご、綿菓子、ポッ
　　プコーン）
※体験（一部有料）、模
擬店は日によって変わり
ます。

『中央公民館まつり』のお知らせ年末年始のごみの受入れについて

　　高倉クリーンセンター☎（271）1500
　　川角リサイクルプラザ☎（294）4115

年末の受付　
　12月29日（土）、30日（日）
　午前８時30分～11時45分、午後１時～4時30分まで
年始の受付　
　１月４日（金）午前８時30分から通常どおりの業務を行います。
年末年始のお休み　
　12月31日（月）～１月３日（木）は、ごみの搬入受付、
ごみ・資源の収集は行いません。

※年末年始に高倉クリーンセンター、川角リサイクルプ
ラザへの搬入車両が増えますと施設内が混雑し、ごみ・
資源集積所の収集時間に遅れを引き起こしたり、施設周
辺の交通混雑や地域の環境悪化につながったりします。
粗大ごみ以外はそれぞれの収集日に、地域の集積所をご
利用ください。計画的なごみ出しにご協力をお願いしま
す。なお、ごみの搬入受付については、収集車両を優先
いたします。

㈯
か
ら
平
成
25
年
1
月
18
日
㈮

ま
で
（
当
日
必
着
）

応
募
方
法　

募
集
要
項
に
つ
い
て

い
る
出
品
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
し

て
、
中
央
公
民
館
、
ま
た
は
町

内
協
力
カ
メ
ラ
店
へ
、
郵
送

（
〒
３
５
０
―
０
４
６
５
毛
呂

山
町
岩
井
西
１
丁
目
15
―
1
）

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
両
公
民
館
に
置
い
て

あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

中
央
公
民
館
☎
２
９
４
ー
１

２
５
０

　

工
房
で
は
、
家
庭
か
ら
不
用
品

と
し
て
出
さ
れ
た
家
具
や
オ
モ

チ
ャ
な
ど
の
再
生
、
廃
材
か
ら
木

工
品
の
制
作
、
和
服
か
ら
は
洋
服

へ
の
リ
メ
イ
ク
や
裂さ
き
お
り織

制
作
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

構
成
市
町
に
お
住
ま
い
の
人

　
　

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～

午
後
４
時
の
１
回
半
日
以
上

　
　

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内

　
　

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎

２
９
４
ー
４
１
１
５
（
月
～
金

曜
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
）

自
衛
官
採
用
試
験

第
21
回
も
ろ
や
ま
フ
ォ
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
募
集
！

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
活
動
『
リ
プ
ラ

も
っ
た
い
な
い
工
房
』
会
員
募
集
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広告

～
昔
の
遊
び
を
や
っ
て
み
よ
う
～

　
　

12
月
８
日
㈯
午
後
１
時
～
３
時

　
　

東
公
民
館

内
容　

昔
の
遊
び
（
ベ
ー
ゴ
マ
・

メ
ン
コ
・
竹
馬
・
紙
飛
行
機
な

ど
）

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

当
日
、
東
公
民
館
へ
直
接
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
　

東
公
民
館
☎
２
９
５
ー
２
２

　

７
７

～
第
１
回　

毛
呂
山
そ
ば
祭
～

　
　

12
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
３
時　

※
雨
天
決
行

　
　

大
類
館
（
歴
史
民
俗
資
料
館

北
）

内
容　

３
団
体
に
よ
る
そ
ば
打
ち

実
演(

そ
ば
一
杯
５
０
０
円)

　
　

☎
２
９
４
ー
１
２
６
２
粟
田

　

毛
呂
山
特
産
の
里
レ
イ
ン
ボ
ー

パ
ー
ク
で
は
、
毎
年
恒
例
の
『
ゆ

ず
祭
り
』
を
行
い
ま
す
。
初
冬
の

ゆ
ず
の
里
を
散
策
し
な
が
ら
、
ゆ

ず
祭
り
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
　

12
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
午
前

9
時
～
午
後
３
時

　
　

滝
ノ
入
集
会
所
（
滝
ノ
入
２

　

９
５
ー
2
）

内
容　

ゆ
ず
、
ゆ
ず
製
品
、
地
元

特
産
品
の
販
売
、
け
ん
ち
ん
汁

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　
　

特
産
の
里
☎
２
９
４
ー
２
０

　

８
９
秋
馬

　　

獅
子
頭
の
修
復
を
行
う
職
人
に

よ
る
特
殊
な
技
術
と
様
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

12
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30
分

　

～
３
時
30
分
ご
ろ

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
学
習
室

　
　

先
着
40
人

講
師　

松
田
雄
一
郎
さ
ん
・
松
田

芳
広
さ
ん
（
漆
職
人
）　

　

・　
　

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
２
９
５
ー
８

　

２
８
２
に
申
込
み

　　

昭
和
前
期
、
毛
呂
山
を
中
心
に

活
躍
し
た
毛
呂
山
醤
油
し
ぼ
り
職

人
の
技
を
、
今
年
も
再
現
し
ま
す
。

郷
土
の
醤
油
づ
く
り
の
様
子
を
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

12
月
９
日
㈰
午
前
９
時
30
分

　

～
正
午
（
見
学
自
由
）

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
屋
外
広
場

※
醤
油
が
ほ
し
い
人
は
12
月
８
日

㈯
ま
で
に
当
館
に
申
込
み
の
う
え
、

当
日
１
升
（
２
リ
ッ
ト
ル
程
度
）

以
上
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
体
験
の
う
え
、
実

費
で
お
分
け
し
ま
す
（
醤
油
の
お

渡
し
は
12
月
11
日
㈫
以
降
に
な
り

ま
す
）。

共
催　

毛
呂
山
醤
油
づ
く
り
サ
ー 

　

ク
ル

　

・　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
２

　

９
５
―
８
２
８
２

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
歴
史
を
『
新
毛
呂

山
町
史
』
か
ら
解
き
明
か
し
ま
す
。

第
２
回　

特
別
展
「
尾
根
を
越
え

た
獅
子
舞
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

12
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館

講
師　

歴
史
民
俗
資
料
館
職
員

　
　

先
着
40
人

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

　

・　
　

12
月
14
日
㈮
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
☎
２
９
５
ー
８

　

２
８
２
に
申
込
み

　　

第
一
回
毛
呂
山
美
術
協
会
特
別

展(

絵
画
・
書
道
・
彫
刻
・
工
芸
・

ち
ぎ
り
絵)

を
開
催
し
ま
す
。

　

／
12
月
18
日
㈫
～
24
日（
振
休
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時　
　

／
町

立
図
書
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
読

書
室
）　　

／
無
料　
　

／
☎
２

９
４
｜
６
５
２
９
古
賀

　

新
曲
お
よ
び
美
空
ひ
ば
り
の
歌

を
勉
強
し
ま
す
。
見
学
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

／
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午
前

10
時
～
正
午　
　

／
東
公
民
館

会
費
／
月
額
１
５
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　　

／
☎
２
９
４

―
１
５
９
１
掛か
け
ち地

　　

気
功
太
極
拳(

楊
名
時
太
極

拳)

は
、
誰
で
も
無
理
な
く
気
軽

に
で
き
る
健
康
体
操
で
す
。
呼
吸

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
体
の
代
謝

を
活
発
に
し
ま
す
。
教
室
で
は
呼

吸
法
の
鍛
錬
に
詩
吟
を
取
り
入
れ
、

第
26
回
『
ゆ
ず
祭
り
』

食
文
化
伝
承
講
座
『
醤
油
し

ぼ
り
実
演
会
』
見
学
者
募
集

『
ふ
れ
あ
い
東
公
民
館
』

『
美
術
展
』
の
お
知
ら
せ

『
解
読 

毛
呂
山
町
の
歴
史
』

参
加
者
募
集

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
関
連
講
座

『
修
復
の
職
人
か
ら
見
た
獅
子
頭
』

一
足
早
い
『
晦み
そ
か日

そ
ば
』
を

『
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
月
美
草
』

会
員
募
集

『
毛
呂
山
気
功
太
極
拳
』

無
料
体
験
教
室
参
加
者
募
集

インフォメーションインフォメーション
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剣
を
使
っ
た
見
せ
る
健
康
太
極
拳

も
行
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
性
別
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
様
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

　

／
12
月
４
日
㈫
、
11
日
㈫
、
18

日
㈫
、
25
日
㈫
各
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時　
　

／
中
央
公
民
館

持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、
体

育
館
履
き　
　

／
☎
２
９
４
―
６

４
０
４
堀
口

～
冬
の
高
麗
川
の
小
鳥
た
ち
～

　

／
12
月
９
日
㈰
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　　

／
高
麗
川
付
近（
毛

呂
山
町
）　

集
合
／
東
武
越
生
線

川
角
駅
前　

～
都
会
の
水
鳥
た
ち
～

　

／
12
月
23
日
㈷
午
前
９
時
30
分

（
雨
天
中
止
）　　

／
東
京
都
練
馬

区　

集
合
／
西
武
池
袋
線
石
神
井

公
園
駅
南
口

【
共
通
事
項
】

　

／
３
０
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
双

眼
鏡
な
ど　
　

／
埼
玉
県
生
態
系

保
護
協
会
越
生
支
部
☎
２
９
４
―

２
５
２
５
宮
澤

　

／
12
月
５
日
㈬
午
前
10
時
～
11

時　

内
容
／
▽
分
室
（
０
歳
児
）

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
作
り
、

健
康
相
談
▽
本
園
（
１
歳
児
か

ら
）
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
リ
ー
ス
製

作
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
形
な

ど　
　

／
未
就
園
児
の
親
子　
　

／
無
料　
　

・　

／
前
日
ま
で
に

養
光
保
育
園
☎
２
７
６
ー
１
４
７

３
に
申
込
み

　

／
12
月
23
日
㈷
午
後
１
時
30
分

～
３
時
（
午
後
１
時
開
場
）　　

／
鶴
ヶ
島
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ハ

ー
モ
ニ
ー
」
ホ
ー
ル　
　

／
無
料

　

／
鶴
ヶ
島
清
風
高
等
学
校
☎
２

８
６
―
７
５
０
１

　

今
回
は
、
版
画
の
実
習
を
行
い

ま
す
。
年
賀
状
の
版
画
を
手
作
り

し
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
人
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

／
12
月
８
日
㈯
午
後
1
時
～
４

時　
　

／
三
和
タ
ジ
マ
㈱
埼
玉
工

場（
川
角
４
８
４
）　　

／
小
学
生

以
上　
　

／
10
～
15
人
程
度　
　

／
５
０
０
円
（
材
料
・
工
具
代
）

後
援
／
毛
呂
山
町
・
毛
呂
山
町
教

育
委
員
会　
　

・　

／
三
和
タ
ジ

マ
㈱
☎
０
３
―
５
９
５
４
―
５
８

６
６
山
本
、 　

０
３
―
３
９
８
５

―
５
１
４
６
、　 stajim

a02@
sip.sanw

a-ss.co.jp

　

／
12
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
（
全

地震に強い家づくり
～「耐震シェルター」～

　町では、建物の強度を調べる耐震診断と耐震
補強工事に対し、補助を行っています。しかし、
補助金を使っても、相当額の負担は生じてしま
います。
　近年「耐震シェルター」という製品が作られ
ていますので、今回はこの「耐震シェルター」
についてご紹介します。
　「耐震シェルター」とは、既存の建物内に設
置する箱状のもので、例え建物が倒壊しても潰

つ ぶ

れないようになっています。内側は通常の室内
と同じように仕上げることができますので、寝
室として使用すれば安心して休むことができま
す。「耐震シェルター」はいくつかのメーカー
で作っていますが、安価なものを選択すれば数
十万円で設置することも可能です。
　建物本体の耐震診断と耐震補強工事を行って
いただくことが第
一ですが、金銭的
に難しい場合には

「耐震シェルター」
の設置についても
検討されてはいか
がでしょうか。

　　役場まちづくり整備課開発建築係
　　☎（295）2112 内線 144・145

耐震シェルター

２
日
間
）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

　

／
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た

ま
（
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
）　

内
容
／
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
入
門　
　

／
無
料　
　

 

／
25
人　
　

／
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
ま
た
は
寡か

ふ婦　
　

・　

／
12
月

３
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は

が
き
（
１
人
１
枚
）
で
①
「
パ

ソ
コ
ン
教
室(

第
６
回
休
日
コ
ー

ス)

」、
②
郵
便
番
号
・
住
所
、

③
氏
名
、
④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、

（財）
埼
玉
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
〒
３
３
０
―
０

８
４
３
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
吉
敷

町
１
―
１
２
４
埼
玉
県
大
宮
合
同

庁
舎
内
）
☎
０
４
８
―
６
４
５
―

７
８
８
６
ま
で
送
付

『認知症サポーター養成講座』を開催します
　認知症はだれにも起こりうる脳の病気による
ものです。他人ごととして無関心でいるのでは
なく、「自分たちの問題である」という認識を
持つことが大切です。
　認知症サポーターとは「なにか」特別なこと
をやる人ではありません。まず、認知症につい
て正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や
その家族に対して、温かい目で見守ることがス
タートです。認知症サポーターは、認知症を理
解した認知症の人への「応援者」なのです。
　この講座で認知症について学び、地域で認知
症の人やその家族を支えていくためにどうした
ら良いかを考えてみませんか。ご参加お待ちし
ています。
※受講された人には「認知症サポーター」の証
であるオレンジリングをお渡しします。
日時　12月11日（火）
　　　午後２時～３時30分
場所　中央公民館
対象　どなたでも参加できます
定員　60人程度
　・　　役場高齢者支援課
　　　　高齢者福祉係☎（295）2112
　　　　内線 118・156・157

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

養
光
保
育
園
『
子
育
て
広
場
』

鶴
ヶ
島
清
風
高
校
和
太
鼓
部

定
期
演
奏
会
『
輝
～
ゆ
め
～
』

『
第
４
回
彫
刻
体
験
教
室
』

参
加
者
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
教
室

毛呂山町役場　☎（295）2112・　（295）0771
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広告広告

　

　・　　役場総務課職員係  ☎（295）2112　内線 316

毛呂山町の職員（保健師）を募集します

男女は問いませんが、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　地方公務員法第16条に規定する次の欠格条項に該当する人
　ア　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む。）
　イ　禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの人
　ウ　毛呂山町において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない人
　エ　人事委員会又は公平委員会の委員の職にあって、地方公務員法第５章に規定する罪を犯し刑に処せられ   

　た人
　オ　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張

　する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人
採用人員　若干名（採用予定人員は、欠員状況などにより変更になる場合があります。）
応募期間　11月21日（水）から12月５日（水）まで。郵送の場合は期間内消印有効。
受付場所　毛呂山町役場総務課職員係（11月21日（水）から、受付場所で申込書を配布します。また、郵送も行

いますのでメールまたは電話でお知らせください。）
応募方法　①応募書類に必要な事項を記入し、受験票の裏面に50円切手を貼り、総務課職員係へ提出してくだ

さい。なお、郵便により申込む場合は、封筒の表に（採用試験）と朱書きしてください（受験票の写真は、
脱落のおそれがあるので、郵送時には貼らないでください）。
②申込書を受理した後、内容について審査し、後日、受験票を郵送します。12月12日（水）までに受験票が到

着しないときは、申し出てください。
③試験当日は、受験票に必ず写真（最近６か月以内に撮影した上半身脱帽正面前向きの縦４センチ×横３セ

ンチ）を貼って、持参してください。試験当日、写真を貼っていない人は受験できません。
論文試験　

日時　12月16日（日）　　受付開始／午前８時30分　　試験開始／午前９時30分　
会場　毛呂山町役場201会議室（住所／毛呂山町中央２丁目１番地）
　　　※1200字以内。論題は当日発表します。

面接試験
　日時　12月21日（金）　※時間については、論文試験終了後にご連絡します。

会場　毛呂山町役場
合否発表　採用試験の合否については平成25年１月下旬に通知します。
採用方法　採用試験合格者は採用候補者名簿に登載されたうえ、原則、平成25年４月１日以降の採用となります。

試験職種
受験資格

（生年月日など）
※学歴不問

初任給
（地域手当を含む）

その他

保健師

昭和57年４月２
日以降に生まれ
た人で有資格者
および資格取得
見込者

大卒 191,374 円

　この初任給は、平成24年４月１日現在
におけるもので、採用時までに給与改定
があった場合はそれによります。
　一定の経歴がある場合は、この金額に
所定の額が加算されます。
　昇給は、原則として毎年４月に１回行
われます。

・支給要件に該当する人には、扶養・住居・通
勤・期末・勤勉手当などが支給されます。

・勤務時間は原則として午前８時30分から午後
５時15分（月～金曜日）までです。

・休暇は年間20日（４月１日採用の場合は15
日）の年次休暇、疾病などの場合に与えられ
る病気休暇および結婚・忌引・出産などの場
合に与えられる特別休暇があります。
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広告広告

12月の休館日
　1日　2日　8日　9日15日16日
22日23日24日28日29日30日
31日

ペ タ ン ク 17日
声 を 出 す 会 　5日19日
謡 寿 会 11日25日
民 踊 同 好 会 10日

俳 句 の 会 14日【季語 咳（せき）、冬の山
（ふゆのやま）】

囲碁・将棋の会 　5日　7日12日14日19日21日
26日

お 茶 の 会 　7日21日
茜 会（ お 花 ）10日
ダ ン ス 同 好 会 　7日21日
ぎんれい会（大正琴） 　7日21日

三味線・民謡の会 　6日20日
手 芸 の 会 12日26日

カラオケ同好会 　3日17日
（厚年カラオケ）お休み

吟 友 会 12日26日
書 道 の 会 12日26日
舞 わ か ば 会 12日26日
FD カ ト レ ア 14日
健 康 体 操 　3日
楓 会 14日
押 し 花 の 会 　3日10日  
桜 扇 の 会 10日
Ｐ Ｃ ク ラ ブ 　3日17日
光 華 の 会 　5日19日

山根荘趣味の会等定例行事

※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。
　　老人福祉センター山根荘☎（294）5545

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
60
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

リサイクル情報
●ゆずりたい品物
　・ベビーカー（中古・無料）・電子辞書（有

料）・カーナビ（DVD）（有料）・折りたたみ
ベッド（無料）・室内洗濯干し（無料）・衣類
乾燥機（無料）・パワーヘルス（中古・有料）・
家庭用岩盤浴（中古・有料）・足位温熱機具

（中古・有料）・学習机イス付（中古・無料）・
ダイニングテーブル（６人用・中古・無料）・
ダイニングテーブル（２人用・中古・無料）・
シングルベッド（中古・無料）

●ゆずってほしい品物
　・セニアカー（相談）・車イス（有料・

相談）・掃除機（相談）・ホットカー
ペット（相談）・サイバーヘルス（相談）

東日本大震災関連情報掲示板

毛呂山の水道水は安全です
　10月25日、苦林浄水場において、放射線量測定を行いまし
た。その結果、放射性ヨウ素、放射性セシウムともに不検出
となりましたのでお知らせします。
　　役場水道課☎内線 165

保育園給食の放射性物質検査について
　町立保育園の給食について、10月の検査では、放射性ヨウ素、
放射性セシウムともに検出されませんでした。
※検出されなかったとは、検査機器で測定できる定量下限値

「10ベクレル」未満であることを示しています。
　　役場子ども課☎内線 137・138

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます
　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気
持ちをお寄せいただきまして、ありがとうございます。
　10月31日現在、義援金額 8,149,636 円のご協力をいたい
ております。引き続き皆さまのご協力をお願いします。
　　日本赤十字社埼玉県支部毛呂山町分区（役場福祉課
　地域福祉係内）☎内線 111・112

学校給食の放射性物質検査について
　学校給食について、10月の検査では、放射性ヨウ素、放射
性セシウムともに検出されませんでした。
※検出されなかったとは、検査機器で測定できる定量下限値

「10ベクレル」未満であることを示しています。
　　学校給食センター☎（294）2242

安全で快適なまちづくり
毛呂山町後退道路用地等整備要綱について
　４メートル未満の道路は、災害時の避難や緊急車
両の通行など、日常生活のうえで決して安全な道路
とはいえません。このような狭い道路を少しでも解
消するため、町では「毛呂山町後退道路用地等整備
要綱」を策定し、道路後退用地の分筆にかかる費用
の一部に補助金を交付することで、道路用地の寄付
採納を進めています。
　建築基準法では、第42条第２項の規定により、幅
員1.8メートル以上４メートル未満で、基準時（昭
和44年）より建築物が建ち並んでいる道路は、中心
線から２メートル後退することで建築できるとされ
ています。
　なお、後退部分は道路と見なされ、建築物や塀、門、
生け垣などをつくることは制限されています。この
ような道路に接している人がお互いに協力すること
により４メートルの道路を確保することができます。
※補助制度のご利用にあたっては、要件があります
ので事前にご相談ください。

　　役場まちづくり整備課開発建築係
　　☎（295）2112 内線 144・145

　　紹介したい品物がありましたら、お気
軽にお申し込みください。また、交渉が
成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
　・　　役場産業振興課商工観光係
　　　　☎内線 175
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　　役場水道課工務係  ☎（295）2112 内線 164・165

水道課からのお知らせ

～受水槽設置者の皆さんへ～
受水槽の管理について
・水槽の点検など有害物、汚水などによって水が汚染されるのを
防止するために必要な措置をとること
・給水栓における水の色、濁り、臭い、味、そのほかの状況によ
り、供給する水に異常を認めたときには、水質基準に関する省令
に掲げる事項のうち必要なものについて、検査を行うこと
・給水する人が、人の健康を害するおそれがあることを知ったと
きには、直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用することが危
険である旨を関係者に周知させる措置をとること
・水槽の清掃を年１回定期に行うこと
　受水槽（貯水槽）設置者は、安心な水を飲むために、定期的な
点検・清掃をお願いします。
水質検査について
　１年以内に１回定期に、水道法第34条の２第２項に規定する地
方公共団体の機関もしくは厚生労働大臣の指定する者、または、
町長が認める者に給水栓における水の色、濁り、臭い、味に関す
る検査および残留塩素の有無に関する水質の検査を受けること。

　冬は厳しい寒さで、水道管や水道メー
ター、蛇口などが凍ったり破損したりす
ることがあります。蛇口や水道管が凍ら
ないように露出している所に布などを巻
き付け、メーターボックス内には発泡ス
チロールなどを入れて寒さから守ってあ
げましょう。

 水道管を寒さから守りましょう

インフルエンザにご注意ください
　　保健センター  ☎（294）5511

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって発症します。インフルエンザにかかった
人が咳やくしゃみなどをすることにより、ウイルスが空気中に広がり、それを吸い込むことによって感染します。
　インフルエンザの流行は、通常、初冬から春先に見られますが、ときには春期、夏期にも見られます。
　典型的な症状は、突然の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛などで、のどの痛み、咳、鼻水なども見られます。普通
のかぜに比べて全身症状が強いのが特徴です。気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多いのもインフ
ルエンザの特徴です。
　また、インフルエンザの流行が始まると、短期間に小児から高齢者まで多くの人が感染し、特に体力や免疫力
や防御力が低下している人が感染すると、肺炎など重症化することもあります。

感染力 症状 経過

インフルエンザ  強い
　ウイルスが粘膜で増殖する

 重い
　上気道症状（咳、のどの痛み、鼻水）に加えて高熱
　（38～40度）、悪

お

寒
かん

、倦
けんたいかん

怠感などの全身症状を伴う
急激な高熱で発症する

か　ぜ  弱い
　ウイルスが除々に増える

 軽い
　上気道症状（咳、のどの痛み、鼻水）で発熱を伴う
　こともある

緩
かんまん

慢に経過する

【インフルエンザとかぜの違い】

◆予防接種を受けましょう
　インフルエンザ予防接種の効果性は世界的にも認められています。
　高齢者の発病防止や特に重症化防止に有効であることが確認されています。
◆手洗い・うがいを徹底しましょう
　帰宅時や食事の前など、手洗い・うがいを徹底しましょう。
◆マスクの着用
　マスクはウイルスが体に入ることをある程度防ぎますが、その一番の働きは、感染した人が他の人にうつすことを予防できることです。
　咳やくしゃみの症状がある人は、他人への感染を防ぐために、マスクを着用しましょう。
◆咳エチケット
　咳やくしゃみをする時には、ティッシュなどで口と鼻を覆い、顔を他の人には向けずに、できれば１メートル以上離れましょう。
◆正しい生活習慣を身につけましょう
　十分な栄養と休養をとり、体力と抵抗力をつけましょう。
◆室内の乾燥に気をつけましょう
　室内が乾燥するとウイルスに感染しやすくなります。加湿器などで室内の湿度を保ちましょう。
◆流行時期での不要不急の外出を控えましょう
　インフルエンザ感染の初期や潜伏期間中には、本人が自覚せずにウイルスを運びますので、体調の悪い人（鼻水・咳・発熱者）や濃厚接触者（家
　族内に感染者がいる人）は、常にマスクを着用し、集会などの人が集まるところには出かけないでください。

【インフルエンザ予防上のポイント】
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■近年の差押え件数
平成23年度・・・・・・・・・・　242件
平成22年度・・・・・・・・・・　276件
平成21年度・・・・・・・・・・　291件
　今後も納税の公平を確保するため、給与、預貯金、
不動産、自動車などの差押えや、差押えた物件の公売
などを実施していきます。

　町では、皆さんに納めていただいた税金で安心 ･ 安全なまちづくりを行っています。町税は、皆さんの生活
に欠かすことのできない公共サービスや、公共施設の維持管理などに充てる重要な財源です。
　町税を納めることが出来るにもかかわらず、納付していただけない場合には、財産差押などの滞納処分を実
施することとなります。ぜひ納期限内の納税にご協力ください。

　毛呂山町では、町税や国民健康保険税を滞納してい
る人に、督促状や催告書を送付したり、電話催告を行っ
たりして納税をお願いしています。
　しかし、納めることが出来るにもかかわらず納税に
応じない場合には、納期限内に納めている人との公平
性を確保するため、差押えなどの滞納処分を強化して
います。

　毛呂山町では、埼玉県と協力して文書による催告や
滞納処分、捜索などを行っています。
　また、町県民税の滞納額が高額となった人について
は、埼玉県が直接、調査や滞納処分を行うこともあり
ます。

　町税や国民健康保険税には、それぞれ納期限が定め
られています。納期限までに納付されない場合には、
本税に加えて、延滞金も納付していただくことになり
ます。
　　　　延滞金の割合　　年１４. ６％
　納期限内の納税にご協力をお願いいたします。

　差押えた財産は公売し、落札代金を町税に充ててい
ます。
　毛呂山町では、通常の公売のほかにインターネット
を利用して公売を行っています。インターネットの利
用により、遠方に居住している人なども入札に参加し

やすくなりました。
入札へ参加を希望す
る場合は、毛呂山町
ホームページの「公
売情報」を参照して
ください。

　納めるべき額が、２年分３年分と累積してしまうと
一度に解消することは大変困難になってきます。早期
にご相談ください。

滞納処分を強化しています！ インターネット公売を利用して財産を換価します

埼玉県と協力しています

納税相談のご案内

給与の差押えを実施しています！

問い合わせ　毛呂山町役場税務課納税係　☎ 049（295）2112 内線 193・194
　　　　　　　http://www.town.moroyama.saitama.jp/

平成24年11月～平成25年１月

滞納整理強化期間
ストップ！ 滞納

　県税・市町村税は、教育、福祉、医療など様ざま
な分野のサービスや環境をより良くするための大切
な「源」となっています。埼玉県では、皆さんの生
活を向上させるため、税収確保に全力で取り組んで
います。
　税金の滞納は、期限内に納税している人との公平
を欠くものです。滞納整理強化期間に県と県内全市
町村が協力し、滞納整理を集中的に行います。

滞納すると延滞金がかかります

　毛呂山町では、滞納者の
勤務先を調査・訪問するな
どして、給与の差押えを実
施しています。なお、差押
えの対象となるのは、支給
される給与の全額ではな
く、生活費などを除いた額
と法律で定められていま
す。
　平成23年度は、年金と給与の差押えを91件実施し
ました。

町税の滞納処分を積極的に実施しています
～税負担の公平を確保するために～
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法律相談
■弁護士（要予約）
　12月13日㈭、25日㈫
　13：30～16：00
■行政書士
　12月19日㈬
　10：00～15：00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　☎内線313
　土地家屋のトラブル、交通事故、
金銭貸借や補償、相続問題など

人権・行政相談
12月13日㈭13：30～16：00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係　
　　　　☎内線313
　人権問題、行政に関する苦
情など

心配ごと相談
毎週水曜日10：00～正午
場　所　ウイズもろやま（福
祉会館）

問合せ　社会福祉協議会
　　　　☎ (295)3111
　生活上の悩み、困りごとなど

教育相談
月～金　10：00～16：30
場　所　教育センター
電話相談番号☎ (295)2525
　不登校、いじめ、しつけなど

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する
相談・情報提供を行っています。
　毎週火曜日10：00～15：00は、消費生活
コンサルタントが相談を受け付けます。
問合せ　産業振興課☎内線175

日 月 火 水 木 金 土
1

・中央公民館まつり
　　中央公民館→P15
・ゆずの里商店街秋
　まつり
　　いちょう広場
・父親クラブ
　　児童館

2 3 ４ ５ ６ ７ ８
・中央公民館まつり
　　中央公民館→P15 
・黒山鎌北湖駅伝大
　会
　　総合公園スタート
・特別展関連講座
　　歴史民俗資料館→Ｐ16

・訓練用緊急地震速
　報を利用した行動
　訓練
　　町内→P13

・ぴょんぴょん広場
　　児童館→Ｐ10
・体育施設１月分調
　整会議
　　総合公園

・食改さんのクッキ
　ング
　　保健センター
　→P23
・読み聞かせボラン
　ティア養成講座
　　図書館

・ふれあい東公民館
　　東公民館→P16
・子ども映画会

図書館→P10
・トレーニング機器説明会
　　総合公園
・ゆず祭り
　　滝ノ入集会所→P16

９ 10 11 12 13 14 15
・普通救命講習会
　　消防署
・1月分総合公園予約日
　　総合公園
・ゆず祭り
　　滝ノ入集会所→P16
・町内バレーボール大会
　　総合公園
・醤油しぼり実演会
　　歴史民俗資料館→Ｐ16

・認知症サポーター
　養成講座
　　中央公民館→P17
・おはなしポッケ
　　図書館→P10

・献血
　　役場→P12
・ぴょんぴょん広場ク
　リスマス会
　　児童館→P10
・高齢運転者再教育
　　おごせ自動車学校
　→Ｐ12

・子育てサロン
　　東公民館

16 17 18 19 20 21 22
・クリスマスのつどい
　　図書館→P10
・休日納税相談・納入窓口
　　役場→P12
・解読　毛呂山の歴史
　　歴史民俗資料館→Ｐ16

・毛呂山そば祭
　　大類館→P16
・おはなし会

図書館→P10

23 天皇誕生日 24 振替休日 25 26 27 28 29
・おはなしポッケ
　　図書館→P10
・小・中学校冬季休業開始

・子育てサロン
　　ウィズもろやま
　（福祉会館）

30 31

12月の納期限

町県民税　　　　４期
国民健康保険税　６期

介護保険料　　　７期

後期高齢者
　医療保険料　　６期

税金・保険料は納
期限内に忘れずに
納めましょう！

 行事カレンダー12 月の

1 2 月の相談コーナー

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

　＝場所

　図書館　　歴史民俗資料館　　児童館
　町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

図

図

図

図 図

図図
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※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38☎ 276-1465）は、救
急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

12月の在宅当番医　9：00～12：00
日にち 医療機関名 専科 住　所 電話
12/23（祝） もろやま眼科 眼科 岩井西2-11-8 294-4113
12/24（振休）越生メディカルクリニック 内科 越生町黒岩 199-1 277-1119
12/29（土） ゆずの木台クリニック 内科・小児科・眼科 中央 2-5-5 295-5158
12/30（日） 石川眼科 眼科 越生町越生東 2-7-3 277-2077
12/31（月） はなみず木整形外科 整形外科 越生如意102-9 292-8003

成人健康相談（心と体の相談）
12月　７日（金）　9：00～12：00　　保健センター
12月18日（火）　9：30～11：30　　役場ホール
電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

健康相談

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種
麻しん風しん（ＭＲ）予防接種
三種混合
日本脳炎
乳幼児健診※対象者には個別に通知します。
４か月児健診　　
10か月児健診	 　　
１歳６か月児健診　
３歳児健診

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　12月12日（水）
　　　　10：15～11：30（受付は10：00～10：15）
内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流
対　象　３か月～１歳３か月の第一子

子ども

保健
センタ

ーからのお知らせ

　
　

  個別健康診査（受診は 1年に１回）

実施月　１月　申込み　12月７日（金）～17日（月）
対　象　後期高齢者医療制度の加入者（平成24年９
月末までに加入している人）
内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検
査・医師の診察など
費　用　500円　定　員　先着25人
手　順　①保健センターに申込み、受診券を受け取る
（受診券は郵送します）。
　②医療機関を選び、健診の予約をして受診する。
　※受診当日は、保健センターから届いたすべての書
　類を医療機関へご持参ください。
場　所　次のなかから１か所を選択
　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニッ
ク、根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木
台クリニック、市川医院、越生メディカルクリニック、
かあいファミリークリニック

胃がん検診・胸部X線検診（肺がん・結核）（受診回数 /年１回）
　　　　12月20日（木）午前
対　象　40歳以上
費　用　胃がん /600円
　　　　胸部X線検診 /200円（喀

かくたん

痰細胞検査 /500円）
申込み　11月28日（水）から受付（先着各120人）
　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。

検　診

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年に１回）
　　　　平成25年１月24日（木）午前・午後
対　象　乳がん /40歳以上、子宮頸がん /20歳以上
費　用　乳がん /600円、子宮頸がん /500円
　　　　クーポン券がある人は無料です。
申込み　12月10日（月）から受付（定員先着120人）
　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。
※生活保護受給世帯の人は無料となりますので、申込み
時にお申し出ください。なお、当日、印鑑と受給者証を
ご持参ください。お子さんの保育スペースもあります。

日　時

日　時

食改さんのクッキング
　毛呂山町食生活改善推進員協議会では、メタボ予防
の料理教室を行います。
日　時　12月７日（金）午前９時30分～正午ごろ
場　所　保健センター２階栄養指導室
対　象　町内在住者　　定　員　先着20人
内　容　調理実習と講話（みそ汁の塩分測定を行います）
持ち物　筆記用具、エプロン、三角巾、ふきん２枚、
　　　　みそ汁（測定希望者のみ。容器に入れるなど
　　　　して、こぼれないようにお持ちください）
費　用　200円（食材料費）
　　　　毛呂山町食生活改善推進員
申込み　11月20日（火）から保健センターで受付（電
　　　話可）

講　師

不活化ポリオワクチン予防接種追加接種開始のお知らせ
　10月23日より、不活化ポリオワクチン予防接種「４回目の追
加接種」が公費での接種として開始されましたのでお知らせしま
す。対象者で、予診票をお持ちでない人は、保健センターまで申
請してください。申請の際は母子手帳をお持ちください。

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　☎ 049(294)5511

12月　6日（木）　　Ｈ24.		7生まれの児
こ

12月　5日（水）　　Ｈ24.		1生まれの児
12月17日（月）　　Ｈ23.		5生まれの児
12月19日（水）　　Ｈ21.		6生まれの児

12月11日（火）　　12/		4（火）から
12月13日（木）　　12/		6（木）から
12月10日（月）　　12/		3（月）から
12月　7日（金）　　11/30（金）から
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お知らせ

徒然歳時記

旧川角農協前交差点南側より川角八幡神社を望む
昭和46年６月（松田太郎さん提供）

　写真では分かりにくいかもしれませんが、現在の旧川角農協前の
交差点から川角八幡神社の周辺は、川角地区の集会所が建てられ、
住宅も立ち並んでいます。実際の周辺の環境は変わってしまってい
るのですが、写真を見る限り、自然が多く残された風景は、およそ
40年の変化を感じさせないようにも見えます。

人口　35,887 人 ( − 75 人 )
【男 17,882 人 ( − 34 人 )　女 18,005 人 ( − 41 人 )】
世帯　15,635 戸 ( ー 19 戸 )
※平成 24 年 11 月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比

　町内４地区の獅子舞の取材に行きました。どの地区も特
徴があって、毎年楽しみにしている取材のひとつです。し
かし取材に行ったあとは、笛の音色が耳に残って、しばら
くの間は、笛の拍子に合わせて仕事をしています。（Ｉ）

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

　すっかり北風が身にしみる季節

になりました。寒さが増してくる

とコタツから出られなくなってし

まう人もいるのではないでしょう

か。ところで、コタツといえば、“み

かん”を想像する人も多いと思い

ます。一般的にこの“みかん”は、

温州みかんと呼ばれ日本の冬には欠

かせない果物といっても過言ではないと思います。

　温州みかんは、和歌山県の有田みかん、愛媛県の愛媛

みかん、静岡県の三ケ日みかんが有名ですが、そもそも

温州とは、どこにあるのでしょうか。実は温州とは中国

の浙
せっこうしょう

江省の地名なのです。しかしこの温州と温州みかん

は厳密には、関係がないとのこと。浙江省の温州がみか

んの名産地であるため、それにちなんで名付けられたと

言われています。現在の温州みかんの原産地は、鹿児島

県であるという説が最も有力とされています。ちなみに

海外で温州みかんは「サツマ」とか「サツママンダリン」

と呼ばれているそうです。

　温州みかんは、そのまま食べたり、お菓子やジュース

に使われたりと幅広く食されているほか、皮を乾燥させ

て、陳
ちん

皮
ぴ

という漢方に使われたりもしています。また温

州みかんは、昔から風邪の予防に良いといわれています。

これは温州みかんにビタミン C など風邪の予防になる成

分が含まれているためです。

　日に日に寒さ増すこの時期。温州みかんを食べるなど

ビタミンＣを摂り、風邪に負けないようにしましょう。

　温
うんしゅう

州みかん

昭和６０年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
ご提供いただける方は、役
場秘書広報課広報広聴係
☎（２９５）２１１２内線
３３２までご連絡ください。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

　・　　役場秘書広報課☎（295）2112 内線 332
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　 髙
た か お

尾　一
い っ さ

瑳くん
　　（４歳11か月）
　とても人なつっこ
い一瑳は、沢山の人
から愛され日々成長
しています。

　これからも優しい笑顔を振りまいて、みんな
にＨａｐｐｙを届けてね ! !

　 麻原　大
だ い ち

馳くん
　　（３歳 8 か月）
　お祭りの影響で太
鼓が大好きになり、
1 歳のころから叩き
続けていてなかなか

の腕前です。自宅のお店にいる時は、お客さん
に商品とお釣りを渡すのが現在のマイブームです。

現在の風景
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